
学 校 園 紹 介

問合先
学校教育課

　長南小学校は温かい地域に支えられてきた、歴史
ある学校です。
　長南小学校の取組をいくつか紹介します。
●地域の人々に支えられた取組
　地域の人々に見守られながら、地域を知り、地域
のことを好きになる、そんな取組を進めています。
　その代表が、系統だった人権総合学習にあります。
1年生…あそび場（公園）探検
2年生…町探検（仕事名人さ
ん）、昔遊びの交流
3年生…校区の施設見学
4年生…リサイクル事業所見学
5年生…農業体験（稲作）、伝
統文化を学ぼう
6年生…地域の史跡調べ、地域から学ぼう（人権に
関する聞きとり）
●新たな取組もすすめています
　今年で2年目となる「英語教育推進事業」では、
DVDの映像を活用し、1回約15分、週3回（火・木・
金曜日）、年間約90回、英語に親しむ活動を実施し
ています。
　もう一つ、新たな取組があります。それは、「算
数サポーター」の配置です。学習習慣が定着しにく
い子どもや、授業を理解しづらい子どもに、個別の
学習支援を行い、学力保障、特に算数の力をつける
ことや、算数に対する苦手意識を軽減することをね
らいとしています。
●まとめ
　長南小学校には、何年もかけて定着してきた地域
の文化ともいえる取組と、将来必要になるであろう
力をつけるための新たな取組があります。どちらも、
地域の人々に支えられて子どもたちの力となってい
くものばかりです。学校を大切に思い、常に協力体
制にある、温かい地域に 感謝、感謝の毎日です。

　4月から、はるかこども園がスタートしました。幼稚園児と保育
所児が同じ施設で過ごしています。園周辺はのどかで、四季折々
の自然に触れることができる環境にあります。
■めざすこども像
●心も身体も健康なこども ●仲間といるこ
とに喜びを感じるこども ●自分の思いを言
葉で伝え考えて行動できるこども ●感性豊
かにのびのびと表現できるこども
■大切にしていること
●家庭と連携しながら規則正しい生活リズムを身につけ、全
身を使って遊び、丈夫な身体づくりをしていきます。
●友達と一緒に色んなことに興味関心をもち、経験や体験を通
して感じたことを言葉や身体などで感性豊かに表現できる力を
育てていきます。また、挑戦しようとする気持ちを育て、共に
喜び合い、認め合い、育ち合う関係づくりを大切にしています。
●異年齢の交流も計画し、思いやりや憧れの気持ちをもつこ
とを大切に取り組んでいます。
●菜園活動や飼育を通して、優しさや思いやりの気持ちを育て、
すべての生き物に命があることを知り、命を大切にできる子ど
も達に育ってほしいと願っています。今年度は、散歩先で見つ
けたおたまじゃくしやザリガニ、青虫などを飼育しました。
■食育の一貫としての菜園活動
　夏野菜を沢山収穫し、年齢に合わせて
クッキングを楽しんでいます。年長児は、
おたのしみ保育で包丁を使ってカレー作
りを経験しました。自分達が毎日水やり
をして育てた野菜は格別なようで、嫌いだった野菜も「おい
しい」と食べられるようになった子もいました。
■子育て支援事業
　子育て中の保護者が集え、つながりがもてるように、遊び
の教室・園庭開放・施設開放・0歳児育児教室など、地域に根
ざした子育て支援事業を行っています。

　4月に開園したばかりですが、保護者のみなさまや地域との
関わりも深めながら、子ども達が生き生きと楽しく笑顔で過
ごせるこども園にしていきたいと思います。 
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